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倶楽部のメイン行事（原則第４日曜日） 
地域と共に活動。技術安全研修を実施。 

 

 

 

 

みんなで森づくり : 健康で生き生きした森を育てます。 

森を育てる技術を磨く : 森づくりを学び、日々実践・研鑽。 

森から学ぶ : 人と森との関わりを学びます。 

森の恵みを伝える : 恵みを利活用し、拡げる活動。 

。 

 

 

『もりづくり 私にできることから』をモットーに活動 
 

ｃ o  nｔ e  n  t  s  
★7 月例会案内：7月 18 日 

《黄金山桜救出大作戦》・・２ 

★令和 3 年度総会報告 

・・・・・・・・・・・・・３ 

★６月部会報告  

クラフト部会：佐藤 

環境研究部会：佐々木 

・・・・・・・・・・・・・４ 

★樹木いきいき講座その 10：藤原 

・今月のひと枝・ユスラウメ 

・・・・・・・・・・・・・５ 

★７月・各部の活動予定 

・ひろしま「山の日」案内 

・・・・・・・・・・・・・６ 

 

もりメイト倶楽部 Hiroshima は 1997 年から活動している団体で

す。広島市周辺の里山等の整備や勉強会のほか、会員の得意分野ごと

に多彩な部会を設け、幅広い活動を展開しています。 

ぜひ一緒に、美しい森を未来に残し伝えるボランティア活動に参加

してみませんか。私たちはあなたの力を待っています！ 

全国林業普及協会会長賞、広島ユネスコ活動奨励賞、広島県知事賞、

広島市「ひろしま街づくりデザイン賞」その他受賞歴多数。 
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《 安全第一！ 》 

自分のために  

仲間のために  

家族のために  

―１― 

～松が原キッズフィールドに製作中のツリーハウス。：6月環研部会にて～ 

～ 

◆中外工業株式会社    ◆ゆめみらい株式会社  

◆こだまクリニック    ◆イオングループ  

◆株式会社ニシナ屋珈琲       

◆株式会社東和テクノロジー   

◆中国新聞販売店会「ちゅーピーの森」づくり  

◆一般財団法人セブン -イレブン記念財団  

◆公益社団法人広島県みどり推進機構 
 

《  ご支援を誠にありがとうございます。順不同 ・敬称略  》  

 

 



７月地域貢献プロジェクト例会  

黄金山桜救出大作戦《担当：２班》  

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

黄金山南側斜面には、たくさんの山桜が自生していますが、周囲の樹木が大きくなり山桜の

樹勢がかなり衰えてきています。もりメイト倶楽部は 2008 年から地元の要請を受け整備に入っ

ており、南側斜面の整備は 2018 年以来(写真)の作業となります。中はうっそうとしていますが、

木陰での作業と、下から吹き上げる風はとても心地良いものです。暑い季節ですが、山桜の為

に一肌脱ぎませんか？熱中症対策を万全に整え、気持ちの良い汗を一緒に流しましょう。 

※ 新入会員、賛助会員その他参加希望の方は  

下記へ電話かメールにてご連絡下さい。 

090-6419-7531 ：info@morimate-ch.com 

 

～～黄金山南側斜面の山桜を救おう！～～  

 

※ 広島市南区楠那町 7 番１０号 (南区スポーツセンター裏)   

 

 

 

※ 密を避け感染予防に配慮。 

 

が 

山の中腹には何本もの大きな大きなヤマザクラがあります。 

   

黄金山ならではの海を臨む作業地。 

 

―２― 

8 月例会は今年 5 月にコロナ感染防止の為中止となった「ゆとりの森」で行う予定です。 
 

◆集合場所： 楠那
く す な

公民館 （※乗り合わせの協力をお願いします。） 

 

※ 当日のリーダー、2 班のメンバーは現場説明・準備のため 8 時集合 

 

 

 

協力：楠那学区公衆衛生推進協議会  

 

※ やぶ蚊の多い季節、虫よけスプレーや携帯蚊取り線香のご用意を。 

 

が 

◆持 参 物 ： 山の道具・弁当・飲み物・名札 

 

 

が 

◆申込み  ：７月 12 日（月）までに各班長へ連絡。 

 

 

 

が 

◆日  時： ７月18日（第３日曜）9 時～少雨決行 

 

 

 

が 

mailto:info@morimate-ch.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、地球上で起こっている気候変動などの環境問題に 

は、自然災害被害等、森林にも課題が結びついていま

す。まさしく森は大きな力で私たちの暮らしを守り、多

くの恵みを与えてくれる”私たちの宝物”であり、保全の

重要性を再認識する必要があります。 

 

様々な立場で課題を整理し、解決方法を考える SDGｓ

（持続可能な開発目標）が推進される今、私たちも社会 

の課題解決のプレーヤーとしてよりよい未来、環境、社

会をつくるために、幅広い市民、県民を対象に活動を実

践していきます。

 

  

令 和 ３ 年 度 総 会 報 告      

《開催日時》 6 月 12 日(土)14 時～16 時   《開催場所》 中区白島中町 12-4(山本理事長自宅) 

正会員総数 58 名(議決権を持つ会員)の内  総会出席者 7 名、委任状 41 名。 

従って 正会員総数の 3 分の 1(19 名)以上の出席により総会成立。 

＊当日の司会は原田副理事長が務め、定款に基づき出席者の中より議長に佐々木理事を選出。議事録署名者

に佐藤謙治、見勢井誠の 2 名を選任し、総会を進めた。 

＊山本理事長挨拶の後、第 1 号議案 令和 2 年事業報告に始まり、収支決算報告、令和 3 年度事業計画・事 

業予算、役員の改選に到る第 5 号議案まで審議し、原案通り決定し承認された。 

 
緊急事態宣言により、令和 3

年度の総会も「書面表決」と

し、密を避け、感染防止対策

をとり最小限の人数で行っ

た。議案事項の賛否について

は、項目ごとに、拍手によっ

て決定。 

【令和 3 年度の事業実施の方針】理事長  山本恵由美  

 
 

役職名 氏名 変更事項 担当 

理事長 山本 恵由美 ― 渉外全般・事務ほか 

副理事長 原田 澄 ― 会報編集・会員対応 

副理事長 本廣 良一 就任 HP・パンフレット 

理事 岩田 幸信 ― 里山部会 

理事 佐々木 綾子 ― 環境教育研究部会 

理事 佐藤 謙治 新任 クラフト部会 

理事 山田 政延 — 名簿・ML管理 

理事 秋武 明 就任 会計補佐 

理事 上元 新一郎 — デザイン等アドバイザー 

監事 冨田 実 新任 会計監査 

監事 松崎 友輔 新任 会計監査 

顧問 見勢井 誠 — 会計・補助金申請等監修 

顧問 竹原 弘 新任 道具管理・助成金申請等監修 

 

【役  員  他  新  体  制】  

6 月号「もりの手紙」にて、会費の納入・寄付のお願いについて掲載させていた

だきました。その後多くの方々から、ご寄付や応援メッセージをいただき、会費

の振り込みも一段と進みました。皆様の温かなお支えに心から感謝いたします。 
*御礼 *  

―３― 



6 月の、晴れ間も覗く梅雨の中、毎週土曜日に以下の活動を行いました。 

 

活動方針：「森林資源の維持管理・活用事業」です。森林の間伐材、雑木材利用の活

用と普及が理念で、木の伐倒、製材（製材機・ポータブル製材機）と端材、雑木で

木工クラフトを製作し森林資源の循環的利用と普及を目指しています。 

クラフト部会に参加されている常連メンバーは９名、若い(？)3 名を除くと平均

年齢 79 歳です。熟練度が高く製作構想・プランが合意できると、細かい指示なく、

パーツ作りの役割分担が決まり製品が出来ていく同好者コロニーです。 

また、創る・造る・作る・健康作る を、楽しまれています。毎月土曜日４回、天

気に関係なく台風以外は活動しております。7月は、

伐倒した直径 60ｃｍ×６ｍの枯れ松の製材と、クラ

フト作品：Ｆ－１工作・カブトムシ（ツバキの殻が胴

体）などを作る予定です。また、今後はロープウイン

チを利用した伐倒木の搬出も考えております。 

興味がある会員の方は是非参加お待ちしています。 

 

 

 

クラフト部会の協力を得て現在製作中の「ツリーハウス」の屋根を設置する

日に合わせ、勉強会&もりメイトキッズの打合せを行いました。緊急事態宣言発

令中、打合せ場所にはちょうどいい機会となりました。また、手直しが必要だっ

たロープトレイルの張り替え、バイオトイレの扉の修理と床の張替、高床式バイ

オトイレへの階段の手直しも併せて行いました。 

 キッズの打合せは、室内で話し合うより、現地の方がプログラムの内容が掴み

やすく、植物や昆虫がいる自然の中で行ったせいで、話が脱線しやすくなりまし

たが、有意義に進めることが出来たと思います。 

 ツリーハウスの屋根設置は、購入した屋根材を無事付け終えることができ、雨

除けのブルーシートをかぶせる必要がなくなりました。バイオトイレの修繕は、

川原さんが日ごろの仕事で培われた知識と技術を発揮し、先頭にたって扉の建付

けや朽ちた階段の木材の付け替え等行ってくださったおかげで、安心して利用で

きるバイオトイレに生まれ変わりました。 

 倶楽部員やキッズたちと共に、自然と共存できる環境を整えながら、遊びや癒し要素を付け加え、個性ある松が原

キッズフィールドを作り上げられたらいいな、と思っています。 

６月クラフト部会    新 部会長：佐藤 謙治 

 

１）木工クラフト「Ｆ－１」の加工製作。＊ホンダOB の構想と指導により製作中。 

２）松が原フィールドでのツリーハウスに使う壁材加工及びの屋根張り作業。 

～壁は杉・ヒノキ材を伐倒し柱に製材した端材を壁板とし、ログハウス風に仕上げる予定。 

   この度、若き屋根張り会員の参加があり、高所作業は法令違反の私としては大助かりでした～ 

３）工作機械の点検と整備 ＊部会に新しく機械の整備に目を輝かせる仲間が参加しました。長年使用し動かなく

なった工作機械が修理・整備され、メンテナンスの大切さを実感。 

 

 
今月号はクラフト部会の紹介をします。 

 

夢の F-1 

作業風景 

バイオトイレを修理 

ロープトレイルの張替え 

―４― 

※里山部会報告は 6月は休会のためありません。 

目を輝かせて 

６月環研部会  松が原キッズフィールドにて 部会長：佐々木 綾子 

 



 

 

＝ 巻 き 枯 ら し 間 伐 に つ い て ＝

巻き枯らし間伐とは、間伐対象木を伐倒せずに立った

まま枯らし、通常の間伐と同じ効果を得ようとする間伐

方法で、6月から 8月に行うと虫害(キバチにより材に星

形の変色で価格が半分以下）を低減し、たくさんの水分を

含むため作業が容易です。 

 方法は、幹表面の樹皮をぐるりと幅 20 センチほど剥ぎ

ますが、これを環状剥皮
かんじょうはくひ

と言います。約 1 年後までに完

全に枯死(枯れると葉が落ちて枝が上を向くので間伐と

同じ効果）し、2～3年後に枝が落ちます。ヒノキでは 10

年程度立っていて徐々に腐り上方から折れていきます。

スギも同様ですが、根元から倒木することがあるものの

腐朽が進行していて柔らかくなっているので問題が少な

いようです。 

材として使う時は、直径の 7倍以上、できるだけ高 

く竹べらなどを使って皮を剥ぎ、十分乾燥させて伐採し

ます。すると、軽くて運び易く、「葉枯らし」と同じ効果

で、色、ツヤ、芳香がよく、「芯割れ」がありません。 

 モチノキ(直径 50 センチ）を枯らしたくて、環状剥皮

をし、形成層が残っていると思われる

木部をノコの背でガリガリ削ったに

もかかわらず葉を落とし弱った後、樹

勢が回復し樹皮がつながったのを見

たことがあります。 

 樹種にもよりますが、元気な広葉樹

を枯らすには薬剤が必要です。

 

樹木いきいき講座 ＜その１０＞  3 班 藤 原 満 男  

 

原田 澄 

 

―５― 

 

第 2 回【もりメイトキッズ】を開催します！     日時：8月 9日（月・祝） 9：50～15：00 

場所：大竹市松が原キッズフィールド  会費：小学生以上 1，500円  申し込み： kids@morimate-ch.com 

テーマ： 森林整備と間伐材クラフト ～整備した木を使って作品をつくろう～ 

     今回は倶楽部のメンバー川原さんが除伐作業で得た間伐材を使って丹精込めて製作した素敵なスプーンを 

     参加したキッズにプレゼント！（先着 30名）昼食として提供予定の美味しいカレーライスにお使い下さい。 

 

是非、お子さんやお孫さんと一緒にご参加ください 

ユスラウメ（梅桃・山桜桃） 

＜バラ科・ニワウメ属＞ 

高さ 2~３㍍になる中国原産の落葉低木。日本に

は江戸時代初期に渡来し、庭木や観賞用として栽

培されている。よく枝分かれし葉身は 4~7㌢、若

い枝や葉には細かな毛が密生する。花は白~淡紅色

で１~2㌢、柄はごく短く、枝を覆うように多くの

花を付ける。実
み

は、6月に径約 1㌢の澄んだ紅色に

熟し、生食、果実酒に利用。名は「枝を揺さぶって

果実を落として取るから」、韓国・朝鮮名「イスラ」

がそのまま和名に転訛したなど諸説ある。・・・▼

近くの空き家の庭先で、たわわに実るユスラウメ

に出合った。透き通ったサクランボのような赤い

実はとても愛らしく、失敬してほおばると、ちょっ

ぴり酸味が効いてほんのり甘い。▼ユスラウメの

花言葉は「郷 愁
きょうしゅう

・輝き」。強健で、耐寒性・耐暑

性に富み、病害にも強く実に逞しいと聞いた。▼ヒ

グラシが鳴き始め、ネムノキがたくさんの桃色の

花を咲かせている。自然界の淡々とした営みに寄

り添う時、ふと心が和む。～佐伯区湯来町 2021・６～ 

て 

 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里山部会  

～木工クラフト体験したい方お待ちします～ 

■３．10・17・24・31（土曜日） 

■30 日(金) 

【児童デイサービスゆうゆう木工クラフト】 

■連絡先：佐藤 090-1682-6305 

 

 

クラフト 
部会 

各部会はどなたでも自由に参加できます。ぜひ、いろいろな活動をご体験ください 

―６― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の種類 

年会費 
お申込み方法 

会費・ご寄付の振込先 

もりメイト倶楽部 Hiroshima は、「森の再生と自然保護を図る市民の森づくり活動」の先頭に立って 

森林保全の整備活動を展開しています。会員への技術研修や安全講習会などを開催する他、山で採れた木材

を利用した木工クラフトの作成指導、青少年等に森林管理の重要性を伝えています。 

私たちの活動に共感、賛同して一緒に活動していただける方、またはご寄付を募集しています。 

 

【個人会費】： 3,000 円 

【企業会費】：50,000 円 

 

【広島銀行 白島支店】（普）３２８３３８３ 

【ゆうちょ銀行】１５１７０－１８０２９２９１ 

《口座名：特定非営利活動法人もりメイト倶楽部 Hiroshima》 

下記まで電話、又はメールで 

【電話】090-6419-7531 

【Email】info@morimate-ch.com  

 

 会員＆ご寄付の募集  
 

【正会員】 ：倶楽部の実作業と組織運営に積極的に関わる、個人及び団体。 

【賛助会員】：倶楽部の事業を応援するために入会した個人及び団体。 

 

「もりメイトキッズ」第 2 回の最終打ち合わせ他  

■日時 7 月 20 日（火） 18：30～20：30  

※いつもの第二月曜日ではありませんので要注意 

■場所 袋町交流プラザ 

■内容 第 2回もりメイトキッズ打合せ 

■連絡先： 佐々木 

mamakin0404@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

 

環研  
部会 

ひろしま「山の日」 
コロナ感染防止のため緊急事態宣言が

発令され、6月6日に実施の予定が中止と

なっておりました「山の日」イベントを下

記の通り開催します。是非ご参加を！ 

日時：8 月 8 日(日)9 時 30 分～12 時 

場所：広島市森林公園 

   （集合場所第一駐車場モノレール乗

り場前） 

問い合わせ・申し込み 

 ：メール info@morimate-ch.com  

電話 090－6419－7531 

 

８月号の会報発送作業は下記の通り、実施します。 

■日時：８月４日（水）18：00～20：00 

■場所：市民交流プラザ 3F 

 

 

■日時：７月 11 日（日） ９：００集合   

■活動場所：妙國寺裏山スクゥスクゥの森＆小川フィールド 

■活動内容：スクゥスクゥの森に子供達を安全に受け入れる

ための倒木・枯木の除去。小川フィールドでは午前中炭焼

きの準備。《午後からスクゥスクゥの森で合流します。》 

※8 月の里山部会は 1 日(日)に行います。 

・地域貢献活動の草刈りを実施；参加者は 7 時 50 分集合 

・通常の里山部会は９時集合 

 駐車場・墓所の草刈りを予定 

■連絡先：岩田 080-5751-3798 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■連絡先：岩田 080-5751-3798  
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